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低く」（ALARA：as low as reasonably Achievable）の提言や、ICRP60.ICRP103などの勧告文書 医
療被ばくは線量限度によって制限するのではなく, 正当化と最適化によって適正に利用することが求め
られている。 過剰な放射線検査による被ばくを抑える、 合理的かつ最適化のツールとして診断参考レ






















DoseWatchは X 線 CT撮影装置、血管撮影装置などのマルチモダリティ、メーカーの医療機器から 
線量情報を取得、分析、レポートするシステムです。本来なら当院の線量情報が得られるすべてのモダ
リティ機器との接続を考えておりましたが、今回の当院の接続概要は試用期間が限られている為 多く
の線量情報持ち合わせている CT装置 GEヘルスケア製 LightSpeed VCT VISION・Discovery CT750 
HDとマンモグラフィ装置 GEヘルスケア製 Senographe DS LaVeriteとアンギオ装置 GEヘルスケア



















装置では、DICOM SCより DICOM規格に沿った多くの線量情報持った RDSR（Radiation Dose 
Structure Report）出力を備えている機器が多くなっているが、その受け手である PACS Serverの多
くが新しい規格の DICOM SR対応していないことが多い。当院ではたまたま Serverの更新時のタイミ
ングで DICOM規格である SRの取り込みに対応することができ、今後線量管理システムの導入を見据
























当院 CT検査撮影部位別の内訳は主に腹部・頭部の撮影で 9割を占めている。(図１） 
撮影頻度の高いプロトコル別 DLP内訳では、プロトコル別の線量の把握ができ最適化への指標にな











図 5:アラート 1 
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図 9:患者線量管理 2 
 
 
図 8:患者線量管理 1 
 
 
図 10: CT装置ごとの線比較量 



























当院の CT担当は 5人でローテションしておりその他 15人の当直技師で検査を行っています。オペ
レータ別の検査数と DLPの関係を示した上位 2つは撮影未入力者と QAでの撮影が含まれていること
がわかり、撮影者入力の徹底をした。(図 12)オペレータによる DLPにばらつきがあり、検査数 100件
以上のオペレータと 100件未満のオペレータごとの平均 DLPとオペレータを比較すると、平均 DLP
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図 12: CTオペレータ別 DLP 




図 15: Data Export 
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